
（敬称略、受賞者：38個人・団体）

区分 学校種 学校名 氏　名 種　別 成　績　・　業　績

上田西高等学校 吹奏楽部
吹奏楽

マーチング

第49回全国高等学校総合文化祭

マーチングバンド・バトントワリング部門　実行委員会特別賞

飯田女子高等学校 渡部　心々 写真 第49回全国高等学校総合文化祭　写真部門　奨励賞

長野俊英高等学校 漫画研究部 文芸

日頃から地域のイベント（篠ノ井軽トラ市など）に参加して、運営への協

力を行いながら、部員が描いたイラストを配布し、漫画を通してイベント

に訪れた人々と交流している。

先般高知県で開催された、第34回全国高等学校漫画選手権大会 まんが甲

子園 本戦大会に出場。

エクセラン高等学校 冨岡　璃子 美術工芸 第49回全国高等学校総合文化祭　美術工芸部門　奨励賞

豊野高等専修学校
スポーツ

吹き矢部
スポーツ吹き矢

第35回（令和7年）全国高等専修学校スポーツ大会

スポーツウエルネス吹矢　団体戦　優勝

豊野高等専修学校 北澤　柾弥 スポーツ吹き矢
第35回（令和7年）全国高等専修学校スポーツ大会

スポーツウエルネス吹矢　個人戦　優勝

豊野高等専修学校 和田　清玄 スポーツ吹き矢
第35回（令和7年）全国高等専修学校スポーツ大会

スポーツウエルネス吹矢　団体戦　優勝、個人戦　準優勝

豊野高等専修学校 バドミントン部 バドミントン
第35回（令和7年）全国高等専修学校スポーツ大会　バドミントン

男子団体戦　優勝

豊野高等専修学校 片桐　新太 バドミントン
第35回（令和7年）全国高等専修学校スポーツ大会　バドミントン

男子個人戦　優勝

豊野高等専修学校 小坂　泰斗 バドミントン
第35回（令和7年）全国高等専修学校スポーツ大会　バドミントン

男子個人戦　準優勝

豊野高等専修学校 坂本　藍 バドミントン

①第35回（令和7年）全国高等専修学校スポーツ大会　バドミントン

　女子個人戦　優勝

②令和7年度全国高等学校定時制通信制体育大会

　第27回全国高等学校定時制通信制バドミントン大会

　長野県女子団体　3位

さくら国際

高等学校
坂本　藍 バドミントン

令和7年度全国高等学校定時制通信制体育大会

第27回全国高等学校定時制通信制バドミントン大会

長野県女子団体　3位

上田西高等学校 淺野　称志 レスリング

①令和7年度全国高等学校総合体育大会　レスリング競技

　男子92kg級　準優勝

②第41回全国高校生グレコローマンスタイルレスリング選手権大会

　92kg級　優勝

③第79回国民スポーツ大会　レスリング少年男子フリースタイル

　92kg級　3位

上田西高等学校 長町　柚愛 馬術
第79回国民スポーツ大会

少年団体障害飛越　2位、少年ダービー競技　優勝

伊那西高等学校 春田　友菜 フェンシング
令和7年度全国高等学校総合体育大会　フェンシング競技

女子個人対抗フルーレ　3位

飯田女子高等学校
チアリーディング

クラブ
チアリーディング

①全国高等学校ダンスドリル選手権大会2025 CHEER部門　3位

②第16回全国高等学校ダンスドリル冬季大会 CHEER部門　1位

文

化

芸

術

理事長表彰受賞者名簿

中

高

専

各

ス

ポ

ー

ツ

中

高



区分 学校種 学校名 氏　名 種　別 成　績　・　業　績

つくば開成学園

高等学校
坂本　結 バドミントン

令和7年度全国高等学校定時制通信制体育大会

第27回全国高等学校定時制通信制バドミントン大会

長野県女子団体　3位

長野俊英高等学校 大谷　麗音 ゴルフ
ステップアップツアー　上田丸子グランヴィリオレディース

（プロ大会）　ベストアマチュア賞

佐久長聖高等学校 駅伝部 駅伝 第75回全国高等学校駅伝競走大会　優勝

佐久長聖高等学校 阪　真琴 陸上
①令和7年度全国高等学校総合体育大会　陸上競技　女子400mH　3位

②第79回国民スポーツ大会　陸上競技　少年女子Ａ300ｍH　3位

佐久長聖高等学校 武田　桃佳 柔道 令和7年度全国高等学校総合体育大会　柔道競技　女子52kg級　優勝

佐久長聖高等学校 鈴木　ケイ 柔道 令和7年度全国高等学校総合体育大会　柔道競技　女子63㎏級　3位

佐久長聖高等学校 相場　遥心 陸上 第79回国民スポーツ大会　陸上競技　少年男子Ａ300ｍＨ　3位

佐久長聖高等学校 鎌倉　梨々華 陸上 第79回国民スポーツ大会　陸上競技　少年女子Ａ300ｍ　3位

松商学園高等学校 澤村　玲奈 スキー 令和6年度全国高等学校選抜スキー大会　女子大回転　優勝

スキー 令和6年度全国高等学校選抜スキー大会　男子回転　優勝

ウェイト

リフティング

第79回国民スポーツ大会　ウェイトリフティング競技

少年男子96㎏級　2位

松商学園高等学校 小林　千奈乃 新体操 令和7年度全国高等学校総合体育大会　新体操競技　女子個人総合　2位

松商学園高等学校
バトン

トワリング部

バトン

トワリング
全国高等学校ダンスドリル選手権大会2025　ミリタリー部門　優勝

松商学園高等学校 藤井　優采
ウェイト

リフティング

令和7年度全国高等学校総合体育大会　ウェイトリフティング競技

女子71㎏級クリーン＆ジャーク　2位

松商学園高等学校 田野　令那
ウェイト

リフティング

令和7年度全国高等学校女子ウェイトリフティング競技会

76㎏級　3位

東京都市大学塩尻

高等学校
三井　こころ

スピード

スケート

①令和6年度全国高等学校総合体育大会　スピードスケート競技

女子3000ｍ　優勝、女子1500ｍ　3位

②第79回国民スポーツ大会冬季大会　スケートスピード競技

少年女子1500ｍ　2位、3000ｍ　2位

東京都市大学塩尻

高等学校
村山　夏愛

スピード

スケート

第79回国民スポーツ大会冬季大会　スケートスピード競技

少年女子1000ｍ　優勝

東京都市大学塩尻

高等学校
徳嵩　悠乃

スポーツ

クライミング

第79回国民スポーツ大会　スポーツクライミング競技

少年女子ボルダー　優勝
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短

大
上田短期大学

Lady Bird

-うえだ地域

保健サークル-

ボランティア

・福祉活動

2024年度に入学した学生たちにより、新たに創設されたサークル

「Lady Bird　-うえだ地域保健サークル-」。

①2024年8月に上田駅においてレモネードスタンドを2日間実施し、小児

がん支援金の募金活動を実施した。また、2025年11月の本学文化祭でも

レモネードスタンドを実施し、小児がんに対する理解と支援の輪を広げる

活動を行ったところである。

②子どもたちの体力低下の問題や体験活動の不足に着目し、地域に住む年

長児から小学校3年生を対象に、2025年5月に本学の施設を活用し、運動

遊びや自然物を使ったクラフトを実施した。2025年11月にも第2弾を開

催し、地域の子どもたちの育ちを支える取り組みを実施したところであ

る。
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短

大
飯田短期大学

献血

ボランティア

サークル

「救血機」

ボランティア

平成4年、「血で人を救う機会となるように」との願いを込めて「救血機

クラブ」と命名し、活動を開始。今年で33年目を迎え、長い歴史を有す

る。

平成22年からは、長野県献血推進員としての委嘱も受け、飯田下伊那地区

を中心に、地元の飯田赤石ライオンズクラブの皆様と協力しながら、サ

マーキャンペーン献血、学園祭「アカシヤ祭」献血、クリスマスキャン

ペーン献血などの活動など、長野県赤十字血液センターの献血車による献

血機会の提供と、献血推進活動を展開、継続している。

専

各
飯田コアカレッジ 全学生 ボランティア

毎年5月に、飯田市を会場に実施されている国際自転車ロードレース「ツ

アー・オブ・ジャパン（TOJ）信州飯田ステージ」に学生全員（80名程

度）がボランティア・スタッフとして参加。

スタート・フィニッシュ地点の設営・片付け、コース内の交通整理、アン

テナショップの運営、地元の魅力発信などを行っており、今年は「選手の

皆さんに飯田市のことを知ってもらいたい」と考え、学んでいる3DCAD

を活用してリンゴをモチーフにしたキーホルダーを制作してプレゼントし

たところである。

中

高
長野俊英高等学校

チーム

「さつまいも

タイム」

ボランティア

生徒会役員でもあるチーム「さつまいもタイム」の3名は、あしなが学生

募金の街頭活動、茶臼山フェスティバルのスタンプラリーお手伝い、能登

半島地震災害募金など、地域のボランティア活動に取り組んできた。

その活動を継続する中から、ごみ拾いによる地域貢献、環境保護の啓発の

ため、チームとして参加する「海と日本プロジェクト スポGOMI甲子園

2024（千葉市）」への出場を決めた。8位（41チーム中）

幼

稚

園

認定こども園

慈光幼稚園

もみじ組

きく組
ボランティア

飯田市橋北地区健康福祉部主催の、高齢者を対象とした「にこやか健康教

室」3グループそれぞれに出向き、季節の歌や童謡・唱歌をお聞きいただ

いたり、手遊びや『お寺の和尚さん』、銀行じゃんけんなどを一緒に楽し

んでいただいている。

高齢者の方々にとって小さなこども達とのコミュニケーションは、自然と

笑顔が生まれるとともに、意欲的にこども達との遊びを楽しむ機会とな

り、脳の活性化や四肢の運動が促進され、有意義な機会となり、毎回喜ば

れている。

こどもたちにとっては、核家族の家庭が増えていることから、自分の祖父

母以外の高齢者の方々と触れ合う貴重な機会となり、高齢者への敬いの気

持ちが芽生えるきっかけとなっている。
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